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2. 資源管理 

今回紹介した 8 種の魚はいずれも一生を河川で過ごす、あるいは降海して再び

河川に帰ってくる魚です。つまり、資源量の源になる繁殖の部分を身近に見るこ

とも、人の手を加えることも出来るという点で、資源管理型漁業という言葉の最

も似合う魚かも知れません。もちろん、現在の技術や努力の段階では、管理でき

る部分はごく一部に過ぎませんが、管理できる可能性が高い点では、他の魚種を

大きく引き離しています。 

資源量の出発点となる稚魚数についても、100 年以上の歴史を持つ人工ふ化放

流の技術が支えています。放流用の種苗としては、スモルト育成が主流となりま

す。スモルト育成は、稚魚を放流する場合と比べると、管理費や餌代など経費は

かなりかさみます。しかし、飼育管理によって雄の早熟やスモルト化を制御する

ことが可能です。長良川のサツキマスや老部
おいっぺ

川
がわ

（北海道）のサクラマスでは、ス

モルト育成による成果が正確な数字として客観的に評価されています。これらの

技術を組み合わせることで、今後さらに効率の良い飼育法が開発されると思われ

ます。 

しかし、技術だけでは解決出来ないこともあります。それは、誰がどこで実際

にやるのか、その経費をどの様な方法で負担し合うのかという問題です。日本海

のサクラマスのように受益者が広く、しかも必ずしも特定していない場合はどう

でしょうか。これは、今後に残された問題の 1 つです。 

 豊かな自然環境を守るために、サクラマス、アマゴ、ビワマスと他 5 種類の魚

を例にとって問題点を提起しましたが、環境によっていかに魚の生態が大きく左

右されるかをお分かりになったと思います。湖沼や河川、あるいは山や海など、

身近な環境保全こそが豊かな自然環境の修復の早道と考えます。私たちのごく普

通の行動においても、魚のためであり、ゆくゆくは私たちのためになると頭の片

隅におき、一人でも多くの人が身近な自然を見直し、豊かな自然環境が次から次

へと引き継がれれば幸いです。 
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